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鉄砲伝来と宇宙へはばたくまち鉄砲伝来と宇宙へはばたくまち

町内各地で桜が満開！町内各地で桜が満開！
（令和２年 2月 28日撮影：長谷公園）（令和２年 2月 28日撮影：長谷公園）
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Town Topics

　

第
67
回
鹿
児
島
県
下
一
周
市
郡
対

抗
駅
伝
競
走
大
会
が
２
月
15
日
（
土
）

か
ら
開
催
さ
れ
、
５
日
間
に
わ
た
り

53
区
間
５
８
４
・
１
㎞
で
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
大
会
に
は
、
本
町
出
身
者
５
人

が
出
走
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
他
市

町
村
の
エ
ー
ス
が
集
ま
る
区
間
を
５

人
が
任
さ
れ
、
力
走
し
ま
し
た
。

　

熊
毛
チ
ー
ム
は
総
合
12
位
と
い
う

結
果
で
し
た
が
、
本
町
出
身
５
人
の

今
後
ま
す
ま
す
の
飛
躍
を
大
い
に
期

待
さ
せ
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

県
下
一
周
駅
伝
大
会
本
町
出
身
選
手
も
活
躍

そ
れ
ぞ
れ
の
選
手
が
力
走
し
ま
し
た

本町からの出身選手（敬称略）
氏名 出身・所属・出場回数

冨永　大喜 上中・霧島市消防局・6

川元　翼 島間・鹿児島市消防局・初

岩元　達樹 茎永・志學館大学３年・3

古市　翔南 長谷・種子島医療センター・5

髙田　蒼太 西之・南種子中学校教諭・7
※掲載順は、写真後列左２番目から順に掲載しています。

宙
太
く
ん
の
妹
「
宇う

み未
ち
ゃ
ん
」
の
ご
紹
介

こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

　

本
町
で
は
、
町
の
公
式
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
宙
太
く
ん
」
を
平
成
９
年
に

制
定
し
て
い
ま
す
が
、
本
町
の
Ｐ
Ｒ

に
活
用
し
よ
う
と
妹
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
「
宇
未
ち
ゃ
ん
（
う
み
ち
ゃ
ん
）」

を
新
た
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
は
、「
宙

太
く
ん
」
の
デ
ザ
イ
ン
も
手
が
け
た

大
阪
府
在
住
の
内
藤
和
浩
さ
ん
に
、

愛
称
は
町
内
小
中
学
生
か
ら
募
集
し
、

応
募
の
あ
っ
た
２
２
８
点
の
中
か
ら

選
考
し
決
定
し
ま
し
た
。

◆
命
名
の
理
由

・宙
太
く
ん
の
妹
だ
か
ら
宇
宙
の「
宇
」

と
南
種
子
町
か
ら
新
し
い
未
来
を

作
っ
て
ほ
し
い
か
ら
未
来
の
「
未
」

で
宇
未
ち
ゃ
ん
。

・
宇
宙
の
「
宇
」、
未
来
の
「
未
」、

そ
し
て
種
子
島
の
美
し
い
海（
う
み
）

を
か
け
た　
な
ど　

宙太くん宙太くん

宇未ちゃん宇未ちゃん

宇未ちゃん（管制官）宇未ちゃん（管制官）
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行政トピックス
　

農
業
委
員
会
で
は
、
改
正
農
業
委

員
会
法
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

農
地
利
用
の
適
正
化
を
よ
り
良
く
進

め
る
た
め
に
、
農
業
委
員
お
よ
び
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
推
薦
・

公
募
を
行
い
ま
す
。

◆
募
集
人
数

 

・
農
業
委
員 

12
人

 

・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員 

８
人

（
小
学
校
区
ご
と
に
１
人
）

◆
応
募
資
格

　
農
業
に
関
す
る
識
見
を
有
し
農
地

等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
に
関
す

る
職
務
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き

る
者
。

◆
応
募
方
法

　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
明
記

し
、
農
業
委
員
会
へ
提
出
。（
応
募

用
紙
は
、
農
業
委
員
会
で
配
布
し
て

い
ま
す
。
ま
た
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

◆
募
集
期
間  

４
月
17
日
（
金
）
ま
で

◆
任
期

・
農
業
委
員

令
和
２
年
７
月
20
日
か
ら

令
和
５
年
７
月
19
日
ま
で

・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

農
業
委
員
の
任
期
に
準
ず
る
。

◆
選
任
方
法

・
農
業
委
員

農
業
委
員
会
委
員
評
価
委
員
会
で
候

補
者
を
選
考
し
、
議
会
の
同
意
を
得

て
、
町
長
が
任
命
。

・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

農
業
委
員
会
総
会
で
選
考
し
、
農
業

委
員
会
が
委
嘱
。

◆
公
表

　

応
募
状
況
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

で
公
開
し
ま
す
。
な
お
、
応
募
に
際
し

提
出
さ
れ
た
内
容
（
住
所
・
電
話
番
号

な
ど
は
除
く
。）
は
公
表
さ
れ
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
町
農
業
委
員
会
事
務
局

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
３
０
０
）

農
業
委
員
お
よ
び
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

の
推
薦
・
公
募
に
つ
い
て

３
年
に
一
度
の
改
選

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
率
が
改
定
さ
れ
ま
す

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
で
は
、
被

保
険
者
の
皆
様
の
医
療
費
の
動
向
な

ど
を
踏
ま
え
、
２
年
ご
と
に
保
険
料

率
の
見
直
し
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
令
和
２・
３
年
度
の
保
険
料
率
は
次

の
と
お
り
で
す
。

後期高齢者医療保険料率の改定内容

内訳 変更前 変更後
（令和 2・３年度）

均等割額 50,500 円 55,100 円

所得割率 9.57％ 10.38％

年間負担限度額 62 万円 64 万円

◆
問
い
合
わ
せ
先

・
役
場
保
健
福
祉
課　
保
険
給
付
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
３
１
）

・
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
業
務
課

　
☎
０
９
９
（
２
０
６
）
１
３
２
９

県
男
女
共
同
参
画

地
域
推
進
員
を
委
嘱

　

県
で
は
、
男
女
共
同
参
画
に
関
す

る
普
及
・
啓
発
を
推
進
す
る
目
的
で

男
女
共
同
参
画
推
進
員
を
委
嘱
し
て

い
ま
す
。

　

本
町
の
推
進
員
と
し
て
寺
田
い
ち

子
氏（
上
中
）が
再
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

寺田 いち子 氏寺田 いち子 氏

◆
地
域
推
進
員
と
は

・
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
普
及
・
啓
発

・
県
、
市
町
村
の
男
女
共
同
参
画
施
策

に
関
す
る
情
報
の
地
域
へ
の
提
供

・
県
、
市
町
村
が
実
施
す
る
男
女
共
同

参
画
施
策
へ
の
支
援
・
協
力
な
ど

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
総
務
課　
行
政
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
０
５
）
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令
和
２
年
第
１
回　
町
議
会
定
例
会

　
令
和
２
年
第
１
回
町
議
会
定
例
会
が
３
月
４
日
（
水
）
か
ら
18
日
（
水
）
ま
で
の
会

期
で
開
か
れ
、
令
和
２
年
度
施
政
方
針
演
説
や
一
般
質
問
な
ど
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
令

和
２
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
な
ど
の
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

施
政
方
針

　

我
が
国
の
経
済
政
策
に
お
い
て
は
、

令
和
元
年
10
月
に
実
施
し
た
消
費
税

率
の
引
上
げ
に
よ
る
経
済
へ
の
影
響

を
考
慮
し
、
軽
減
税
率
制
度
や
臨
時
・

特
別
の
措
置
な
ど
各
種
の
対
応
策
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
が
り
に
よ

る
国
内
外
の
経
済
等
へ
の
影
響
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

本
町
の
財
政
状
況
は
、
多
額
の
借

入
金
に
依
存
し
た
財
政
構
造
に
変
わ

り
は
な
く
、
社
会
保
障
経
費
や
扶
助

費
等
の
増
加
、
各
イ
ン
フ
ラ
の
維
持

管
理
や
更
新
経
費
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
な
ど
、
今
後
も
厳
し
い
財
政
運

営
が
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。 

多
種
多
様
な
人
材
が
活
躍
で
き

る
社
会
を
見
据
え
、
地
方
創
生
の
更

な
る
推
進
と
と
も
に
、
第
６
次
長
期

振
興
計
画
に
お
け
る
将
来
像
の
実
現

に
向
け
て
、
積
極
的
に
各
施
策
へ
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

条
例
案
件

南
種
子
町
第
２
号
会
計
年
度
任
用
職

員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
給
料
表
の

改
定
に
つ
い
て
、
国
に
準
じ
た
措
置
を

講
ず
る
た
め
条
例
改
正
す
る
も
の
。

南
種
子
町
漁
港
管
理
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

国
か
ら
示
さ
れ
た
模
範
漁
港
管
理

規
程
例
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
所
要

の
改
正
を
行
う
も
の
。

南
種
子
町
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が

施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の

改
正
を
行
う
も
の
。

南
種
子
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の
一
部
を

改
正
す
る
政
令
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に

伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

予
算
案
件

令
和
２
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

　

総
額
56
億
６
１
０
０
万
円
と
な
り
、

前
年
度
当
初
予
算
か
ら
０
・
２
％
の

減
額
と
な
り
ま
し
た
。
義
務
的
経
費

25
億
７
６
４
万
７
千
円
、
投
資
的
経

費
７
億
５
６
５
６
万
４
千
円
、
そ
の

他
の
経
費
23
億
９
６
７
８
万
９
千
円

（
予
備
費
含
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

義
務
的
経
費
増
加
の
主
な
要
因
は

人
件
費
で
、
地
方
公
務
員
法
改
正
に

伴
い
今
年
４
月
か
ら
創
設
さ
れ
る
会

計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
開
始
に
伴

い
、
昨
年
度
ま
で
の
物
件
費
か
ら
人

件
費
へ
振
り
替
え
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
。

【
歳
入
の
主
な
も
の
】

地
方
交
付
税
23
億
４
千
万
円
、
国
県

支
出
金
10
億
６
０
２
７
万
９
千
円
、

町
税
７
億
６
２
０
１
万
７
千
円
、
町

債
５
億
５
７
０
０
万
円　

な
ど

【
主
な
投
資
的
経
費
】

Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
実
機
展
示
事
業

１
億
３
０
０
０
万
円
、
堂
中
野

線
・
恵
美
之
江
線
道
路
改
良
事
業

１
億
２
７
４
万
円
、
防
災
行
政
無
線

デ
ジ
タ
ル
化
整
備
事
業
８
８
０
０
万

円
、
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
事
業

８
７
０
７
万
１
千
円　

な
ど

【
主
な
そ
の
他
の
経
費
】

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
管
理
業
務
委

託
５
４
７
８
万
円
、
道
路
維
持
管
理
事

業
７
４
７
５
万
４
千
円
、
公
立
種
子
島

病
院
負
担
金
１
億
９
７
４
７
万
９
千

円
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出

金
１
億
３
１
６
６
万
５
千
円　

な
ど
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■歳出（性質別）
区　　　分 予　算　額 構成比

義務的
経　費

人件費 11 億 3,827 万 6 千円 20.1%
扶助費 6 億 1,869 万 7 千円 10.9%
公債費 7 億 5,067 万 4 千円 13.3%

投資的
経　費

普通建設事業費 7 億 5,346 万 3 千円 13.3%
災害復旧事業費 310 万 1 千円 0.0%

その他
経　費

物件費 7 億 8,248 万 8 千円 13.8%
維持補修費 1 億 1,656 万 1 千円 2.0%

補助費等 11 億 0,874 万 9 千円 19.6%
繰出金 3 億 3,634 万 7 千円 5.9%
その他 3,264 万 4 千円 0.7%

予 備 費 2,000 万 0 千円 0.4%

■歳出（目的別）
区 分 予 算 額 構成比
 総 務 費 8 億 8,780 万 9 千円 15.7%
民 生 費 10 億 2,099 万 5 千円 18.0%
衛 生 費 5 億 2,473 万 9 千円 9.3%
農林水産業費 6 億 3,728 万 5 千円 11.3%
土 木 費 4 億 4,164 万 3 千円 7.8%
消 防 費 3 億 0,645 万 1 千円 5.4%
教 育 費 5 億 3,069 万 5 千円 9.4%
公 債 費 7 億 5,067 万 4 千円 13.3%
諸 支 出 金 3 億 4,110 万 2 千円 6.0%
そ の 他 2 億 1,960 万 7 千円 3.8%

■歳入
区 分 予 算 額 構成比 区 分 予 算 額 構成比

自主
財源

町 税 7 億 6,201 万 7 千円 13.5%

依存
財源

地方交付税 23 億 4,000 万 0 千円 41.4%
繰 入 金 4 億 7,156 万 2 千円 8.3% 町 債 5 億 5,700 万 0 千円 9.8%
諸 収 入 9,443 万 3 千円 1.7% 国県支出金 10 億 6,027 万 9 千円 18.7%
そ の 他 1 億 9,828 万 9 千円 3.5% そ の 他 1 億 7,742 万 0 千円 3.1%

■特別会計
会 計 名 予 算 額 会 計 名 予 算 額

国 民 健 康 保 険 9 億 1,253 万 7 千円 後期高齢者医療保険 8,697 万 6 千円
介 護 保 険 6 億 9,304 万 7 千円

一般会計歳入歳出総額一般会計歳入歳出総額 ５６億６，１００万円５６億６，１００万円
（前年度当初予算比　0.2％の減）

令和２年度当初予算令和２年度当初予算

町税町税
7億6,201万 7千円7億6,201万 7千円
（13.5％）（13.5％）

自主財源自主財源
（27.0％）（27.0％）

依存財源依存財源
（73.0％）（73.0％）

歳入

地方交付税地方交付税
23億4,000万円（41.4％）23億 4,000万円（41.4％）

町債町債
5億5,700万円5億5,700万円
（9.8％）（9.8％）

県支出金県支出金
5億2,906万 8千円5億2,906万 8千円
（9.3％）（9.3％）

国庫支出金国庫支出金
5億3,121万 1千円5億3,121万 1千円
（9.4％）（9.4％）

繰入金繰入金
4億7,156万 2千円4億7,156万 2千円
（8.3％）（8.3％）

※グラフの凡例については主要な項目のみ掲載しています。

総務費総務費
8億8,780万 9千円8億8,780万 9千円
（15.7％）（15.7％）

民生費民生費
10億2,099万 5千円10億 2,099万 5千円
（18.0％）（18.0％）

公債費公債費
7億5,067万 4千円7億5,067万 4千円
（13.3％）（13.3％）

農林水産業費農林水産業費
6億3,728万 5千円6億3,728万 5千円
（11.3％）（11.3％）

教育費教育費
5億3,069万 5千円5億3,069万 5千円
（9.4％）（9.4％）

衛生費衛生費
5億2,473万 9千円5億2,473万 9千円
（9.3％）（9.3％）土木費土木費

4億4,164万 3千円4億4,164万 3千円
（7.8％）（7.8％）

歳出
（目的別）
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２
月
23
日
（
日
）、
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
第
36
回
南
種
子
町
生
涯

学
習
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
で
は
、「
町
民
一
人
、
１
学
習
、

１
ス
ポ
ー
ツ
、
１
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

を
推
進
し
、
活
力
と
潤
い
に
満
ち
た

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、

「
み
な
み
た
ね
町
民
大
学
」
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

　

本
大
会
は
、
み
な
み
た
ね
町
民
大

学
中
央
講
座
で
あ
る
「
生
涯
学
習
講

座
」
の
学
習
成
果
を
発
表
す
る
場
と

し
て
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
昨
年
お
ゆ

う
ぎ
会
で
の
好
評
を
受
け
、
本
日
に

向
け
て
練
習
を
重
ね
た
、
あ
お
ぞ
ら

保
育
園
児
に
よ
る
朗
読
「
も
も
た
ろ

う
」
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
行
事
終
了
後
、
各
種
表
彰
、

子
ど
も
の
主
張
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
受

賞
作
品
発
表
や
高
齢
者
学
級
・
家
庭

教
育
学
級
の
活
動
発
表
、
生
涯
学
習

講
座
の
活
動
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
み
ん
な
の
手
に
よ
る
み

ん
な
が
笑
顔
に
な
る
ま
ち
づ
く
り
」

と
題
し
、
一
般
社
団
法
人
離
島
総
合

研
究
所
の
上
田
嘉
通
代
表
理
事
に
よ

る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
住
民
の
毎
日
が
楽
し

く
な
る
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
、
私
た
ち
の
日
常
的
な
暮
ら
し
そ

の
も
の
が
「
ま
ち
」
で
あ
っ
て
、
住

民
一
人
ひ
と
り
が
よ
り
良
い
「
ま
ち
」

を
め
ざ
し
挑
戦
し
つ
づ
け
る
状
態
が

良
い
ま
ち
で
あ
る
な
ど
、
貴
重
な
お

話
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

南
種
子
町
生
涯
学
習
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

～
お
こ
そ
う
さ
わ
や
か
な
風　
明
る
い
未
来
を
私
た
ち
の
手
で
～

子どもの主張作文コンクール発表子どもの主張作文コンクール発表
（本紙８、９ページに作品掲載）（本紙８、９ページに作品掲載）

雨田 悠太郎 さん雨田 悠太郎 さん 立畠 優祐 さん立畠 優祐 さん

あおぞら保育園児による朗読あおぞら保育園児による朗読

ストリートダンス講座活動発表ストリートダンス講座活動発表

太極拳講座活動発表太極拳講座活動発表

離島総合研究所の上田嘉通代表理事離島総合研究所の上田嘉通代表理事
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○南種子さわやか子供表彰　（敬称略）
区　分 学校・学年 氏　名 区　分 学校・学年 氏　名

読書賞

茎南小・５年 戸川　凛音

学芸賞

平山小・３年 長田　海月
花峰小・６年 井上　奨馬 平山小・６年 長田　羽琉
大川小・６年 小澤　菜々子 茎南小・６年 石堂　和佑紀
島間小・６年 雨宮　いろは 長谷小・３年 冨久　樹
中平小・１年 上村　岳雅 長谷小・４年 佐藤　快晟
中平小・３年 原　玲華 中平小・４年 大下　洋歩

南種子中・３年 柴　さくら 中平小・４年 岩坪　涼
種中央高・３年 本東　菜々恵 中平小・５年 坂口　愛依莉

スポーツ賞

花峰小・６年 宮園　保仁 中平小・６年 小野　奏
西野小・６年 佐伯　良知 南種子中・３年 立石　和奈
大川小・６年 近藤　陸 南種子中・３年 立石　晃琉
島間小・６年 永松　由衣 南種子中・３年 浦門　美羽
長谷小・６年 砂坂　光司 南種子中・３年 浦門　美空
中平小・２年 岩坪　思磨 南種子中・３年 廣濱　華蓮
中平小・６年 松本　蓮花

リーダー賞

西野小・６年 羽生　匠汰
南種子中・３年 林　良平 西野小・６年 半田　愛実
種中央高・３年 富田　優月 島間小・６年 三浦　幸大

親切友情賞

中平小・１年 水迫　宗久 南種子中・３年 四ケ所　晟之介
中平小・５年 戸川　琉希亜 南種子中・３年 﨑田　隆介
中平小・６年 山元　海里 種中央高・３年 立石　大輝

南種子中・３年 岩澤　ひかり 種中央高・３年 中村　陽星
種中央高・３年 外園　かりん

あいさつ賞
中平小・１年 西村　陽葵

ボランティア賞
中平小・３年 立石　快仁 中平小・２年 中脇　廣磨

種中央高・３年 日髙　斗馬 メディア賞 種中央高・３年 山野　将清

○令和元年度　熊毛地区子ども会育成連絡協議会優良個人表彰

各　種　表　彰各　種　表　彰

受賞者：山田　薫　氏
　長年、平山地区の子ども会活動の指導者として、心身ともにたくま
しい子どもの育成と環境づくり、子ども会活動の充実、異年齢集団に
おける青少年団体活動の活性化に努められてきた。
　平山地区は、郷土芸能や文化財の宝庫であり、小学校へ郷土芸能の
伝承活動を主となって行うほか、町の相撲大会に向けた指導を行うな
ど、様々な分野で地域の子どもたちに関わってこられた。
　平成 27 年度から４年間、町の公民館青少年育成部連絡協議会の副会
長を務められ、毎月第３土曜日の「青少年育成の日」を中心とした子
ども会活動への参加の声かけや活動の拡充を会員や指導者へ呼びかけ

るなど、本町の青少年の健全育成に尽力された。
　現在は、平山地区の副館長として、さらに地域の子どもたちと密に接し、学校や各集落の方々と連携を図
りながら、「地域の子どもは地域全体で育てる」気風づくりに取り組まれている。その功績が認められ、受賞
するもの。
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ぼ
く
の
し
ょ
う
来
の
夢

島
間
小
学
校
５
年　

立
畠 

優
祐

　

ぼ
く
の
夢
は
、
宇
宙
飛
行
士
に
な

る
こ
と
で
す
。
ぼ
く
が
宇
宙
に
興
味

を
も
っ
た
き
っ
か
け
は
、
小
さ
い

時
に
読
ん
だ
本
で
す
。
そ
の
本
に

は
、
ロ
ケ
ッ
ト
の
構
造
や
月
の
ク

レ
ー
タ
ー
の
様
子
が
書
か
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
を
読
ん
で
、「
宇
宙
っ

て
お
も
し
ろ
く
て
、
不
思
議
な
こ
と

が
い
っ
ぱ
い
あ
る
ん
だ
な
。」
と
思

い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
宇
宙
の
本

を
買
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
図
書
館
に

行
っ
て
本
を
借
り
た
り
し
て
、
宇
宙

の
い
ろ
ん
な
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
の
中
で
、
宇
宙
飛
行
士
の

若
田
光
一
さ
ん
が
無
重
力
の
中
で
浮

か
ん
で
い
る
姿
を
見
て
、
ぼ
く
も
宇

宙
に
行
き
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

本
の
中
で
、
種
子
島
宇
宙
セ
ン

タ
ー
か
ら
た
く
さ
ん
の
ロ
ケ
ッ
ト
が

打
ち
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知

り
、
宇
宙
留
学
に
応
ぼ
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
ぼ
く
は
島
間
小
学
校
に

行
く
こ
と
が
決
ま
り
、
す
ご
く
ド
キ

ド
キ
し
ま
し
た
。
で
も
、
空
港
で
み

ん
な
が
出
む
か
え
て
く
れ
て
、
安
心

し
ま
し
た
。
そ
の
日
の
種
子
島
は
雨

で
し
た
が
、
見
わ
た
す
限
り
自
然
が

あ
ふ
れ
て
い
て
、
ぼ
く
は
す
ご
く

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
大
阪
で
は
一

度
も
見
た
こ
と
の
な
い
、
島
全
体
が

森
の
中
の
よ
う
な
光
景
だ
っ
た
か
ら

で
す
。

　

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
始
ま
っ
た
学

校
生
活
。
そ
の
中
で
一
番
の
思
い
出

は
、
一
学
期
に
あ
っ
た
中
学
校
で
の

交
流
学
習
の
三
・
四
時
間
目
に
し
た

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
出
前
授
業
で
す
。
宇
宙
食

に
つ
い
て
、
ど
ん
な
宇
宙
食
が
あ
る

か
や
、
ど
ん
な
方
法
で
国
際
宇
宙
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
届
け
ら
れ
る
か
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
ま
で
以

上
に
い
ろ
ん
な
こ
と
を
知
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
、
宇
宙
に
も
っ
と
興
味

を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

九
月
に
ロ
ケ
ッ
ト
の
打
ち
上
げ
が

あ
り
ま
し
た
。
夜
中
に
、
里
親
さ
ん

に
打
ち
上
げ
が
よ
く
見
え
る
長
谷

公
園
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
打
ち
上
げ
八
分
前
く
ら
い
か

ら
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
が
始
ま
り
ま
し

た
。
打
ち
上
げ
の
一
分
前
の
「
残
り

一
分
」
が
聞
こ
え
る
と
、
つ
い
に
ロ

ケ
ッ
ト
が
打
ち
上
が
る
の
か
と
ド
キ

ド
キ
し
ま
し
た
。
五
・
四
・
三
・
二
・
一
・

〇
で
つ
い
に
打
ち
上
が
り
ま
し
た
。

種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
の
科
学
技
術

館
の
音
き
ょ
う
体
験
よ
り
音
は
小
さ

か
っ
た
け
ど
、
真
夜
中
な
の
に
光
が

強
く
て
辺
り
一
面
、
昼
の
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
や
が
て
、
ロ
ケ
ッ
ト
は

星
の
よ
う
に
小
さ
く
な
り
、「
ふ
っ
」

と
消
え
ま
し
た
。
ぼ
く
は
そ
の
時
、

「
も
う
、
宇
宙
に
行
っ
た
ん
だ
な
。」

と
思
い
ま
し
た
。
大
阪
で
は
で
き
な

い
よ
う
な
、
き
ち
ょ
う
な
体
験
が
で

き
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
、
宇
宙
に
行
っ
て
し
て
み

た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

宇
宙
で
野
菜
を
育
て
て
み
た
り
、
カ

ブ
ト
・
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
を
宇
宙
に

持
っ
て
い
く
こ
と
で
す
。
無
重
力
で

あ
っ
て
も
、
水
と
適
切
な
温
度
と
空

気
が
あ
れ
ば
野
菜
は
育
つ
の
か
や
、

カ
ブ
ト
ム
シ
は
重
力
の
無
い
宇
宙
で

も
飛
べ
る
の
か
を
調
べ
て
み
た
い
で

す
。
成
功
す
れ
ば
、
未
来
に
月
や
火

星
に
移
住
す
る
と
き
に
役
立
つ
と
思

い
ま
す
。

　

将
来
宇
宙
飛
行
士
に
な
る
た
め

に
、
今
し
て
い
る
勉
強
は
も
ち
ろ
ん
、

英
語
の
勉
強
を
し
て
、
外
国
の
人
達

と
交
流
し
た
い
で
す
。
ロ
ケ
ッ
ト
打

ち
上
げ
の
衝
撃
に
た
え
ら
れ
る
体

も
、
作
っ
て
お
き
た
い
で
す
。

子
ど
も
の
主
張
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
作
品

子
ど
も
の
主
張
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
作
品((

生
涯
学
習
大
会
発
表
者

生
涯
学
習
大
会
発
表
者))
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自
分
の
目
と
耳
で
確
か
め
る

中
平
小
学
校
６
年　

雨
田 

悠
太
郎

　

ぼ
く
は
、
外
国
の
人
に
対
し
て
、

良
い
イ
メ
ー
ジ
と
良
く
な
い
イ
メ
ー

ジ
が
あ
る
。
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
の

人
は
、
テ
レ
ビ
番
組
で
、
道
を
た
ず

ね
る
と
、
親
切
に
答
え
て
い
た
か
ら

良
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。
ロ
シ
ア
の

人
は
、
北
方
領
土
の
問
題
が
あ
る
か

ら
、
良
く
な
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。

　

ぼ
く
は
、
宇
宙
少
年
団
に
入
っ
て

い
る
。
八
月
に
は
、
宇
宙
少
年
団
の

活
動
で
か
ん
国
に
行
く
こ
と
に
な
っ

て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
、
楽
し
み
に
し

て
い
た
が
、
不
安
も
あ
っ
た
。
な
ぜ

か
と
い
う
と
、
日
本
と
か
ん
国
の

貿
易
問
題
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。
か

ん
国
で
の
、
デ
モ
の
様
子
が
日
本
の

ニ
ュ
ー
ス
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

た
。
ぼ
く
は
、「
本
当
に
行
け
る
の

か
な
。」
と
思
っ
た
が
、
無
事
に
行

け
る
こ
と
に
な
り
、
ほ
っ
と
し
た
。

　

船
に
乗
る
と
、
た
く
さ
ん
の
か
ん

国
の
人
が
い
た
。
日
本
語
も
し
ゃ
べ

れ
て
い
た
の
で
、
す
ご
い
と
思
っ

た
。
か
ん
国
の
ホ
テ
ル
や
お
店
に
行

く
と
、
か
ん
国
の
人
が
日
本
語
で
親

切
に
対
応
し
て
く
れ
て
、
と
て
も
助

か
っ
た
。
ぼ
く
が
、
お
土
産
を
買
う

た
め
に
店
に
入
る
と
、
店
員
さ
ん
が
、

お
す
す
め
の
か
ん
国
の
り
や
日
持
ち

す
る
キ
ム
チ
を
教
え
て
く
れ
た
。
旅

行
の
中
で
、
か
ん
国
の
食
事
を
食
べ

た
り
、
世
界
遺
産
な
ど
を
見
た
り
し

て
、
か
ん
国
の
文
化
を
体
験
し
た
。

日
本
で
も
食
べ
た
こ
と
が
あ
る
キ
ム

チ
を
食
べ
た
り
、
世
界
遺
産
の
お
寺

や
城
を
見
た
り
し
て
、
か
ん
国
の
文

化
は
、
日
本
と
似
て
い
る
な
と
思
っ

た
。
行
く
前
は
デ
モ
な
ど
の
ニ
ュ
ー

ス
を
見
て
、
か
ん
国
に
良
い
イ
メ
ー

ジ
は
な
か
っ
た
が
、
実
際
に
行
っ
て

み
た
ら
、
ち
が
っ
た
。
か
ん
国
の

人
は
話
し
て
み
る
と
優
し
い
か
ら
、

ニ
ュ
ー
ス
の
デ
モ
に
出
て
い
た
人
は

一
部
な
の
だ
と
思
っ
た
。

　

中
平
小
学
校
は
、
修
学
旅
行
で
か

も
う
小
学
校
に
行
く
。
理
由
は
、
昔
、

ア
メ
リ
カ
と
戦
争
を
し
て
い
た
時
、

上
中
の
子
供
た
ち
が
、
か
も
う
に
そ

開
し
た
か
ら
だ
。
当
時
、
子
供
た
ち

を
連
れ
て
そ
開
し
た
河
野
京
子
さ
ん

に
話
を
う
か
が
っ
た
。
上
中
や
か
も

う
の
上
空
を
ア
メ
リ
カ
の
戦
と
う
機

が
飛
ん
で
い
た
こ
と
を
知
っ
た
。
戦

争
は
、
友
達
や
家
族
の
命
を
う
ば
う

お
そ
ろ
し
い
も
の
だ
。
河
野
さ
ん
は
、

ア
メ
リ
カ
の
こ
と
を
悪
い
国
と
思
っ

て
い
た
そ
う
だ
。
し
か
し
、
戦
争
が

終
わ
っ
た
後
、
ア
メ
リ
カ
の
人
か
ら

チ
ョ
コ
を
も
ら
っ
た
話
を
し
て
く
れ

た
。

「
戦
争
の
相
手
だ
っ
た
ア
メ
リ
カ
に

も
優
し
い
人
が
い
る
ん
だ
な
と
思
っ

た
。」

と
河
野
さ
ん
は
言
っ
て
い
た
。
こ
の

こ
と
を
聞
い
て
、「
ぼ
く
と
同
じ
だ

な
。」
と
思
っ
た
。
外
国
の
人
と
直

接
関
わ
っ
た
こ
と
で
イ
メ
ー
ジ
が
変

わ
っ
た
か
ら
だ
。

　

ぼ
く
は
、
こ
れ
ら
の
経
験
を
通
し

て
、
イ
メ
ー
ジ
だ
け
で
は
な
く
、
そ

の
国
に
つ
い
て
調
べ
た
り
、
そ
の
国

の
人
と
直
接
話
し
た
り
し
て
、
自
分

の
目
や
耳
で
確
か
め
る
こ
と
が
大
切

だ
と
思
っ
た
。
そ
う
す
れ
ば
、
相
手

の
国
の
い
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
ら
れ

る
か
ら
だ
。
こ
れ
か
ら
も
、
他
の
国

と
問
題
が
起
き
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
自
分
の
目
と
耳
で
確
か
め
て
い

き
た
い
。



宇宙のまち話題
Photo News
Photo News

「宙太くん」

　鹿児島市において、県森林・林業振興大会
（２年に１回）が開催され、森林・林業功労者

の特用林産部門で古市道則氏（長谷）が功労者
表彰を受賞しました。
　今回の受賞は、枝物生産における技術指導や
経営指導、市場開拓など、県内および県外の枝
物生産振興に大きく貢献していることが評価さ
れてのものです。

県森林・林業振興大会表彰県森林・林業振興大会表彰2 月 6 日

　町議会議員として３期 12 年（うち議長２年、
副議長４年）在職し、地方自治発展に多大な貢
献をされた功績が認められ、故中村道信氏（島
間）が栄えある旭日單光章を受章されました。
　この日、故中村氏のご自宅にて伝達式が行わ
れ、小園裕康町長から妻の友子様、長男の健司
様へ勲章などが伝達されました。
　受章、誠におめでとうございます。

故中村道信氏旭日單光章受章故中村道信氏旭日單光章受章2 月 18 日

　株式会社クラダシによる学生と農家をつなぐ
「KURADASHI 地方創生基金」による事業の一
環で、２月 18 日（火）から東京農業大学生に
よる農業体験さとうきびボランティアの受入が
本町で行われました。
　この日、今年度第１回目の修了生に対して感
謝状の授与が行われ、小園裕康町長から学生そ
れぞれへ認定証および感謝状が手渡されました。

農業ボランティア感謝状授与農業ボランティア感謝状授与2 月 25 日
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　本町から今年自衛隊へ入隊する方に対し、壮
行会が行われました。
　今回の壮行会は、新型コロナウイルス感染拡
大防止のため、町長室にて関係者のみの参加に
よる壮行会として開催しました。
　会では、小園裕康町長による激励の言葉や、
入隊する寿（ことぶき）新菜さんによる誓いの
言葉が述べられました。

自衛隊入隊者壮行会自衛隊入隊者壮行会2 月 28 日
　南種子町および鹿児島県のロケット開発拠点
としてのＰＲに役立ててほしいと、三菱重工
MILSET（ミルセット）より H ｰⅡ A ロケットお
よび H ｰⅡ B ロケットの模型が寄贈されました。
　この日、鈴木啓司 MILSET 長から小園裕康町
長に模型が手渡されました。
　この模型は、高速船ターミナルなどで展示さ
れ、観光客などへのＰＲとして活用されます。

MILSET ロケット模型寄贈MILSET ロケット模型寄贈2 月 27 日

　本町では、長寿をお祝いし福祉の向上に寄与
するため敬老金を支給しています。
　この日、満 100 歳を迎えられた水野ヨシさん

（上中）へ敬老金が支給されました。
　ご家族が同席する中、小園裕康町長から水野
さんへ敬老金が手渡されました。
　これからも、ますますお元気で長生きされる
ことを願っております。

100 歳敬老金支給100 歳敬老金支給3 月 10 日
　種子島中央高校では、総合的な探求の時間に
行った種子島郷土学習をもとに、種子島の魅力
を発信する試みとして、観光案内音声ガイドを
作成しました。
　レンタカーを利用する観光客向けに作成され
たもので、島内６カ所のレンタカー店でＣＤの
利用が行われています。次年度では、英語版や
映像化も検討しているとのことです。

種子島中央高校１年生観光案内ＣＤ作成種子島中央高校１年生観光案内ＣＤ作成

入隊する寿（ことぶき）新菜さん【写真中央右】入隊する寿（ことぶき）新菜さん【写真中央右】
ご活躍を心からお祈りいたしますご活躍を心からお祈りいたします

ＣＤをＰＲするクラス代表の日髙千尋さん（南ＣＤをＰＲするクラス代表の日髙千尋さん（南
種子：写真右）と大久保美海さん（中種子）種子：写真右）と大久保美海さん（中種子）
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InformationInformation
離
島
航
空
割
引
の
「
準

住
民
」
対
象
者
が
拡
充

さ
れ
ま
す

　

離
島
航
空
割
引
カ
ー
ド

に
よ
る
割
引
対
象
者
と
し

て
、
本
町
に
住
所
を
有
す

る
者
が
扶
養
す
る
18
歳
以

下
の
学
生
に
つ
い
て
「
準

住
民
」
と
し
て
割
引
を
行
っ

て
お
り
ま
し
た
が
、
令
和

２
年
４
月
よ
り
、
次
の
と

お
り
制
度
が
拡
充
さ
れ
ま

す
。
申
請
の
際
に
は
在
学

証
明
な
ど
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

◆
準
住
民
の
対
象
と
な
る
者

 

本
町
に
住
所
を
有
す
る
者

が
扶
養
す
る
子
で
、
大
学

や
専
門
学
校
等
に
通
う
学

生◎
問
＝
役
場
企
画
課
企
画

開
発
係
☎
㉖
１
１
１
１

（
内
線
１
７
１
）

南
種
子
町
小
規
模
修
繕

等
契
約
希
望
者
の
登
録

申
請
に
つ
い
て

　

町
が
発
注
す
る
小
規
模

な
修
繕
等
の
契
約
に
関
し
、

登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

次
の
関
係
書
類
を
添
え
て

役
場
建
設
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
年
度
ご
と
の
登
録
に
な

り
ま
す
の
で
、
昨
年
度

登
録
申
請
を
さ
れ
た
方

も
、
引
き
続
き
登
録
を

希
望
さ
れ
る
方
は
申
請

が
必
要
で
す
。

◆
対
象
と
な
る
契
約

 

登
録
さ
れ
た
方
を
対
象

と
す
る
修
繕
等
の
契
約
は

50
万
円
未
満
で
、
内
容
が

軽
易
か
つ
履
行
の
確
保
が

容
易
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
も
の
に
限
定
し
ま
す
。

◆
登
録
申
請
資
格

①
南
種
子
町
に
主
た
る
事

業
所
を
置
く
者
で
、
希
望

業
種
を
履
行
す
る
た
め
に

必
要
な
資
格
・
許
可
等
を

有
す
る
者

②
小
規
模
修
繕
等
の
工
事
に

関
す
る
能
力
を
有
す
る
者

③
南
種
子
町
建
設
工
事
請

負
業
者
指
名
選
定
基
準
実

施
要
領
に
基
づ
く
資
格
者

名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
な

い
者

◆
登
録
申
請
の
方
法

 

役
場
建
設
課
に
備
え
付
け

の
小
規
模
修
繕
等
契
約
希

望
者
登
録
申
請
書
に
次
の

書
類
を
添
え
て
、
役
場
建

設
課
管
理
係
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

①
法
人
に
つ
い
て
は
、
法

人
町
民
税
お
よ
び
固
定
資

産
税
の
納
税
証
明
書

②
個
人
に
つ
い
て
は
、
各

町
税
の
納
税
証
明
書

③
希
望
業
種
を
履
行
す
る

た
め
に
必
要
な
資
格
・
許

可
証
等
の
写
し

◆
提
出
期
限

 

５
月
８
日
（
金
）

◎
問
＝
役
場
建
設
課
管
理

係
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線

１
６
３
）

鹿
児
島
県
警

警
察
官
A
（
大
学
卒
）

採
用
試
験
に
つ
い
て

◆
受
験
資
格

 

平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
11
年
４
月
１
日
に
生

ま
れ
た
者
で
、
学
校
教
育

法
に
よ
る
大
学
（
４
年
制

以
上
の
も
の
）
を
卒
業
し

た
者
ま
た
は
２
０
２
１
年

３
月
末
ま
で
に
卒
業
見
込

み
の
者
。

◆
１
次
試
験

〇
５
月
９
日
（
土
）

・体
力
検
査
、身
体
検
査
（
武

道
区
分
の
方
は
実
技
試
験
）

〇
５
月
10
日
（
日
）

・教
養
試
験
、論
文
試
験
（
２

次
で
採
点
）、
適
性
検
査

※
試
験
地
は
鹿
児
島
市

◆
２
次
試
験

〇
７
月
６
～
10
日
（
予
定
）

・面
接
試
験
、身
体
検
査
（
書

面
）

◆
そ
の
他

 

詳
細
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

「
鹿
児
島
県
警
察
」
で
検
索

く
だ
さ
い
。

◎
問
＝
鹿
児
島
県
警
察
本
部

警
務
課
採
用
係
☎
０
９
９

（
２
０
６
）
２
２
２
０

種
子
島
観
光
協
会
写
真

買
取
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

つ
い
て

 

種
子
島
観
光
協
会
で
は
、

４
月
30
日
ま
で
「
写
真
買

取
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
企
画
で
は
、
情
報

発
信
を
目
的
に
皆
様
か
ら

種
子
島
の
「
景
色
」「
体

験
」「
イ
ベ
ン
ト
」
等
の
写

真
を
募
集
し
、
投
稿
さ
れ

た
写
真
の
中
か
ら
観
光
Ｐ

Ｒ
素
材
に
活
用
し
た
い
写

真
を
厳
選
し
買
い
取
り
ま

す
。
詳
細
は
観
光
協
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

tanekan.jp

）
を
ご
覧
く
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情報ひろば
だ
さ
い
。

◎
問
＝
種
子
島
観
光
協
会

☎
㉓
０
１
１
１

所
得
税
等
の
申
告
・
納

付
期
限
に
つ
い
て

　

今
般
、
政
府
の
方
針
を

踏
ま
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら
、
申
告
所

得
税
（
お
よ
び
復
興
特
別

所
得
税
）、
贈
与
税
お
よ
び

個
人
事
業
者
の
消
費
税
（
お

よ
び
地
方
消
費
税
）
の
申

告
期
限
・
納
付
期
限
に
つ

い
て
、
４
月
16
日
（
木
）

ま
で
延
長
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
口
座
振

替
日
が
、
申
告
所
得
税
に

つ
い
て
は
５
月
15
日
（
金
）、

個
人
の
消
費
税
は
５
月
19

日
（
火
）
に
そ
れ
ぞ
れ
変

更
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
最
寄
り
の
税

務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

◎
問
＝
種
子
島
税
務
署
☎
㉒

０
４
４
０
※
自
動
音
声
案
内

に
従
い
「
２
」
を
選
択

感
電
事
故
防
止
の

お
知
ら
せ

　
九
州
電
力
送
配
電
（
株
）

で
は
、
毎
年
３
月
か
ら
５

月
に
か
け
て
、
鯉
の
ぼ
り

の
掲
揚
や
魚
釣
り
な
ど
に

よ
る
感
電
事
故
防
止
の
活

動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

電
線
付
近
で
の
鯉
の
ぼ

り
の
掲
揚
や
魚
釣
り
は
絶

対
行
わ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
万
一
鯉
の
ぼ

り
や
釣
り
糸
が
電
線
に
か

か
っ
た
場
合
は
、
自
分
で

取
ろ
う
と
せ
ず
に
お
近
く

の
九
州
電
力
送
配
電
（
株
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
問
＝
九
州
電
力
送
配
電
株

式
会
社
熊
毛
配
電
事
業
所

【
無
料
電
話
】
☎
０
１
２
０

（
９
８
６
）
８
０
７

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
つ
い
て

～
県
民
の
皆
様
へ
～
」

　

手
洗
い
や
咳
が
あ
る
時

の
マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
、

通
常
の
感
染
症
対
策
の
徹

底
を
図
り
、
落
ち
着
い
て

対
応
し
て
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
次
の
症
状
が
あ

る
方
は
次
の
「
帰
国
者
・

接
触
者
相
談
セ
ン
タ
ー
」

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
風
邪
の
症
状
や
37
・
５
℃

以
上
の
発
熱
が
４
日
以

上
続
い
て
い
る
（
解
熱
剤

を
飲
み
続
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
き
を
含
む
）

○
強
い
だ
る
さ
や
息
苦
し

さ
が
あ
る

※
高
齢
者
や
基
礎
疾
患
な

ど
の
あ
る
方
は
、
右
記

の
状
態
が
２
日
程
度
続

く
場
合

【
帰
国
者
・
接
触
者
相
談
セ

ン
タ
ー
】
西
之
表
保
健
所 

☎
㉒
０
０
１
８

◎
問
＝
県
庁
健
康
増
進

課
☎
０
９
９
（
２
８
６
）

２
７
２
０

キ
オ
ビ
エ
ダ
シ
ャ
ク

（
イ
ヌ
マ
キ
の
害
虫
）

に
注
意

　
キ
オ
ビ
エ
ダ
シ
ャ
ク
は
、

主
に
イ
ヌ
マ
キ
の
葉
を
食
べ

る
蛾
の
仲
間
の
害
虫
で
す
。

　

幼
虫
に
よ
る
食
害
の
程

度
が
大
き
い
場
合
は
、
被

害
木
が
枯
死
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
イ
ヌ
マ

キ
な
ど
を
定
期
的
に
観
察

し
、
幼
虫
の
早
期
発
見
・

防
除
が
必
要
で
す
。
防
除

方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
発
生
が
少
数
の
場
合
は
、

木
を
揺
す
り
、
落
下
し
た

幼
虫
を
捕
殺
ま
た
は
拾
い

集
め
て
焼
却
し
て
く
だ
さ

い
。

・
発
生
数
が
多
い
と
き
は
、

ト
レ
ボ
ン
乳
剤(

４
０
０
０

倍
希
釈)

、
ス
プ
ラ
サ
イ

ド
乳
剤
40(

１
５
０
０
～

２
０
０
０
倍
希
釈)

ま
た

は
ロ
ッ
ク
オ
ン(

１
０
０
０

倍
希
釈)

の
散
布
が
効
果

的
で
す
。

※
薬
剤
の
使
用
方
法
や
使

用
上
の
注
意
事
項
を
遵
守

し
、
気
象
条
件
な
ど
を
十

分
勘
案
し
て
、
安
全
か
つ

適
正
に
散
布
し
て
く
だ
さ

い
。

※
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
（「
キ
オ
ビ
エ
ダ
シ
ャ
ク
」

で
検
索
）

◎
問
＝
県
庁
森
づ
く
り
推

進
課
☎
０
９
９
（
２
８
６
）

３
３
８
５



　

２
月
８
日
（
土
）
に
保
護
者
の
方
々
の
協

力
を
得
な
が
ら
「
食
育
体
験
活
動
（
カ
レ
ー

作
り
）」
を
行
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
包
丁
の
持
ち
方
や
野
菜

の
切
り
方
、
火
の
起
こ
し
方
な
ど
に
つ
い
て

保
護
者
の
皆
さ
ん
か
ら
教
わ
り
な
が
ら
、
一

緒
に
カ
レ
ー
作
り
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

今
年
度
１
年
間
で
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
を

招
待
し
、
一
緒
に
カ
レ
ー
を
食
べ
る
こ
と
も

で
き
ま
し
た
。

　

カ
レ
ー
を
食
べ
た
後
は
、
保
護
者
と
職
員

と
で
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
対
決
を
行
い
ま

し
た
。
保
護
者
と
職
員
、
そ
し
て
地
域
の
方
々

と
の
良
い
交
流
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

大川大川小学校小学校

　

２
月
12
日
（
水
）
の
全
校
朝
会
で
、
校
長
先
生

が
関
東
茎
永
会
の
様
子
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

関
東
茎
永
会
は
、
茎
南
小
学
校
の
卒
業
生
58
人

の
皆
さ
ん
で
つ
く
っ
て
い
る
会
で
す
。
６
月
に
会

員
の
皆
さ
ん
が
東
京
に
集
ま
り
、
故
郷
の
ビ
デ
オ

を
見
な
が
ら
５
回
目
に
な
る
全
員
集
合
会
を
さ
れ

た
そ
う
で
す
。

　

遠
く
離
れ
た
地
で
昔
話
や
近
況
報
告
に
花
を
咲

か
せ
、
茎
南
小
校
歌
を
歌
う
先
輩
方
の
動
画
に
、

子
ど
も
た
ち
は
驚
き
を
か
く
せ
な
い
よ
う
で
し
た
。

　

全
校
朝
会
の
最
後
に
は
、
モ
ニ
タ
ー
の
中
で
校

歌
を
歌
う
関
東
茎
永
会
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
歌
声

を
響
か
せ
、
地
域
や
自
分
た
ち
の
未
来
に
思
い
を

は
せ
ま
し
た
。

　

朝
の
自
主
活
動
の
時
間
や
体
育
の
時
間
な

ど
で
頑
張
っ
て
き
た
な
わ
と
び
。
そ
の
成
果

の
発
表
で
も
あ
る
「
な
わ
と
び
大
会
」
を
２

月
20
日
（
木
）
に
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
多
く
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
が
参
観

し
、
中
に
は
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
な
わ
と

び
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
れ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。

　

臨
時
休
業
中
も
と
び
縄
を
持
ち
帰
り
、
自

主
的
に
な
わ
と
び
運
動
に
取
り
組
み
、
体
力

向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

長谷長谷小学校小学校
な
わ
と
び
大
会

関
東
茎
永
会

食
育
体
験
（
カ
レ
ー
作
り
）

茎南茎南小学校小学校
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ぼ
く
の
ぼ
う
お
ど
り

西
野
小
学
校
２
年　

渡
部 

匠

　

ぼ
く
は
今
、
う
ち
ゅ
う
り
ゅ
う
学
生

と
し
て
、
一
年
間
た
ね
が
し
ま
で
生
活

し
て
い
ま
す
。
た
ね
が
し
ま
で
の
生
活

で
、
一
ば
ん
心
に
の
こ
っ
て
い
る
の

が
、
学
校
の
行
じ
で
お
ど
っ
た
ぼ
う
お

ど
り
の
ほ
う
の
う
で
す
。

　

み
ん
な
で
お
そ
ろ
い
の
い
し
ょ
う

を
き
て
お
ど
り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の

色
が
つ
か
わ
れ
た
、
き
れ
い
な
い
し
ょ

う
で
し
た
。
は
じ
め
て
そ
の
い
し
ょ
う

を
見
た
時
か
ら
、
早
く
そ
の
い
し
ょ
う

を
き
て
お
ど
り
た
い
と
い
う
気
も
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　

そ
し
て
本
ば
ん
の
日
に
わ
く
わ
く

し
な
が
ら
、
か
み
さ
ま
が
い
る
じ
ん
社

が
あ
る
か
ど
く
ら
み
さ
き
に
行
く
と
、

そ
こ
に
は
た
く
さ
ん
の
人
が
い
ま
し

た
。
ぼ
く
は
、
そ
れ
を
見
て
す
ご
く

き
ん
ち
ょ
う
し
ま
し
た
。
学
校
の
先

生
や
お
か
あ
さ
ん
、
じ
も
と
の
人
な

ど
、
た
く
さ
ん
の
人
が
ぼ
く
た
ち
の
お

ど
り
を
見
に
来
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

ど
き
ど
き
し
な
が
ら
、
出
ば
ん
を
ま
っ

て
い
る
と
、
あ
っ
と
い
う
間
に
ぼ
く
た

ち
の
ば
ん
に
な
り
ま
し
た
。
お
ど
り
は

じ
め
は
、
ま
だ
ど
き
ど
き
し
て
い
た
け

ど
、
み
ん
な
が
一
し
ょ
う
け
ん
め
い
お

ど
っ
て
い
る
す
が
た
を
見
て
い
る
と
、

だ
ん
だ
ん
力
が
わ
い
て
き
ま
し
た
。

「
サ
ッ
サ
、
エ
イ
エ
イ
エ
イ
エ
イ
。」

大
き
な
声
を
出
し
て
お
ど
り
ま
し
た
。

　

み
ん
な
の
お
ど
り
が
そ
ろ
っ
て
い

て
き
れ
い
だ
っ
た
け
ど
、
そ
の
中
で
も

六
年
生
の
お
に
い
ち
ゃ
ん
が
一
ば
ん

か
っ
こ
よ
か
っ
た
で
す
。
手
の
う
ご
き

や
ぼ
う
の
か
ま
え
方
、
足
の
う
ご
き
が

じ
ょ
う
ず
で
し
た
。
ぼ
く
は
、
そ
の
お

に
い
ち
ゃ
ん
を
お
手
本
に
お
ど
り
ま

し
た
。
で
も
、
そ
れ
に
ま
け
な
い
く
ら

い
か
っ
こ
よ
か
っ
た
人
が
い
ま
す
。
ぼ

く
の
お
ね
え
ち
ゃ
ん
で
す
。
ぼ
く
と
お

ね
え
ち
ゃ
ん
は
、
毎
日
家
で
ぼ
う
お
ど

り
の
れ
ん
し
ゅ
う
を
し
て
い
ま
し
た
。

む
ず
か
し
い
と
こ
ろ
も
、
い
っ
し
ょ
に

何
回
も
数
え
切
れ
な
い
く
ら
い
れ
ん

し
ゅ
う
し
ま
し
た
。
し
か
し
本
ば
ん
で

は
、
れ
ん
し
ゅ
う
の
時
よ
り
も
、
ず
っ

と
じ
ょ
う
ず
に
お
ど
っ
て
い
ま
し
た
。

き
れ
い
な
い
し
ょ
う
を
き
て
お
ど
る

お
ね
え
ち
ゃ
ん
は
、
い
つ
も
よ
り
も

か
っ
こ
よ
く
見
え
ま
し
た
。

　

ぼ
く
も
、
三
人
に
ま
け
な
い
く
ら
い

が
ん
ば
り
ま
し
た
。
せ
す
じ
を
ピ
ン
と

の
ば
し
て
お
ど
り
ま
し
た
。
ぼ
う
を
お

と
さ
な
い
よ
う
に
し
っ
か
り
と
も
っ

て
、
ま
わ
り
の
人
に
ぶ
つ
か
ら
な
い
よ

う
に
気
を
つ
け
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
ぼ

く
も
じ
ょ
う
ず
に
か
っ
こ
よ
く
お
ど

る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
お
ど

り
を
教
え
て
く
れ
た
先
生
や
じ
も
と

の
人
た
ち
、
歌
を
歌
っ
て
く
れ
た
人
の

お
か
げ
で
す
。

　

ぼ
く
は
、
三
月
に
な
っ
た
ら
東
京

に
帰
り
ま
す
。
東
京
の
学
校
に
も
ど
っ

て
も
、
た
ね
が
し
ま
で
み
ん
な
と
い
っ

し
ょ
に
お
ど
っ
た
ぼ
う
お
ど
り
を
、

ぜ
っ
た
い
に
わ
す
れ
ま
せ
ん
。
そ
し

て
、
東
京
に
い
る
友
だ
ち
に
も
、
ぼ
う

お
ど
り
を
み
せ
て
あ
げ
た
い
で
す
。

子
ど
も
の
主
張
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
作
品

子
ど
も
の
主
張
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
作
品
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種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー

種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー特

別
公
開
２
０
２
０

特
別
公
開
２
０
２
０

　
皆
様
に
宇
宙
セ
ン
タ
ー
を
も
っ
と

　
皆
様
に
宇
宙
セ
ン
タ
ー
を
も
っ
と

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
今
年
も
特

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
今
年
も
特

別
公
開
を
開
催
い
た
し
ま
す
！

別
公
開
を
開
催
い
た
し
ま
す
！

●
日
時　
４
月

●
日
時　
４
月
1919
日
（
日
）

日
（
日
）

●
時
間　
午
前

●
時
間　
午
前
1010
時
～
午
後
４
時

時
～
午
後
４
時

●
場
所　
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー

●
場
所　
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
宇
宙
科
学
技
術
館

　
　
　
　
宇
宙
科
学
技
術
館

　
　
　
　
竹
崎
グ
ラ
ウ
ン
ド　
等

　
　
　
　
竹
崎
グ
ラ
ウ
ン
ド　
等

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

流
行
状
況
に
よ
り
、
中
止
ま
た
は
延

流
行
状
況
に
よ
り
、
中
止
ま
た
は
延

期
す
る
場
合
が
ご

期
す
る
場
合
が
ご

ざ
い
ま
す
。
詳
細
は

ざ
い
ま
す
。
詳
細
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ
に
向
け

Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ
に
向
け

開
発
が
進
ん
で
い
ま
す
！

開
発
が
進
ん
で
い
ま
す
！

　

２
月

　

２
月
2929
日
に
種
子
島
宇
宙
セ
ン

日
に
種
子
島
宇
宙
セ
ン

タ
ー
で
、
新
型
固
体
ロ
ケ
ッ
ト
ブ
ー

タ
ー
で
、
新
型
固
体
ロ
ケ
ッ
ト
ブ
ー

ス
タ
Ｓ
Ｒ
Ｂ

ス
タ
Ｓ
Ｒ
Ｂ--

３
の
燃
焼
試
験
が
行

３
の
燃
焼
試
験
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

わ
れ
ま
し
た
。

　
固
体
推
進
薬
の
特
性
を
確
認
す
る

　
固
体
推
進
薬
の
特
性
を
確
認
す
る

た
め
に
は
、
実
際
に
燃
焼
さ
せ
る
必

た
め
に
は
、
実
際
に
燃
焼
さ
せ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
Ｓ
Ｒ
Ｂ

要
が
あ
り
ま
す
。
Ｓ
Ｒ
Ｂ--

３
で
は
、

３
で
は
、

ＨＨ--

Ⅱ
Ａ
／
Ｂ
ロ
ケ
ッ
ト
に
用
い
ら

Ⅱ
Ａ
／
Ｂ
ロ
ケ
ッ
ト
に
用
い
ら

れ
て
い
る
Ｓ
Ｒ
Ｂ

れ
て
い
る
Ｓ
Ｒ
Ｂ--

Ａ
で
培
っ
た
技

Ａ
で
培
っ
た
技

術
を
活
用
し
、
簡
素
化
、
低
コ
ス
ト

術
を
活
用
し
、
簡
素
化
、
低
コ
ス
ト

化
を
追
求
し
て
い
ま
す
。

化
を
追
求
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ブ
ー
ス
タ
は
、
内
之
浦
で
打

　
こ
の
ブ
ー
ス
タ
は
、
内
之
浦
で
打

ち
上
げ
ら
れ
て
い
る
イ
プ
シ
ロ
ン
ロ

ち
上
げ
ら
れ
て
い
る
イ
プ
シ
ロ
ン
ロ

ケ
ッ
ト
に
も
将
来
的
に
使
わ
れ
る
予

ケ
ッ
ト
に
も
将
来
的
に
使
わ
れ
る
予

定
で
す
。

定
で
す
。

　
ま
た
、
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
で

　
ま
た
、
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
で

は
、
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
の
第
１
段
目
に

は
、
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
の
第
１
段
目
に

使
用
さ
れ
る
Ｌ
Ｅ

使
用
さ
れ
る
Ｌ
Ｅ--

９
エ
ン
ジ
ン
の

９
エ
ン
ジ
ン
の

地
上
燃
焼
試
験
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

地
上
燃
焼
試
験
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
で
は
、
こ
れ
ま
で

　
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
で
は
、
こ
れ
ま
で

開
発
し
て
き
た
エ
ン
ジ
ン
に
比
べ
、

開
発
し
て
き
た
エ
ン
ジ
ン
に
比
べ
、

よ
り
大
き
な
推
力
を
発
生
さ
せ
る
エ

よ
り
大
き
な
推
力
を
発
生
さ
せ
る
エ

ン
ジ
ン
が
必
要
で
す
。
こ
の
大
推
力

ン
ジ
ン
が
必
要
で
す
。
こ
の
大
推
力

エ
ン
ジ
ン
を
安
価
か
つ
信
頼
性
高
く

エ
ン
ジ
ン
を
安
価
か
つ
信
頼
性
高
く

実
現
す
る
た
め
に
、「
エ
キ
ス
パ
ン
ダ

実
現
す
る
た
め
に
、「
エ
キ
ス
パ
ン
ダ

ブ
リ
ー
ド
サ
イ
ク
ル
」
方
式
が
採
用

ブ
リ
ー
ド
サ
イ
ク
ル
」
方
式
が
採
用

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
方
式
で
は
、
推

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
方
式
で
は
、
推

進
薬
で
あ
る
液
体
水
素
を
燃
焼
室
や

進
薬
で
あ
る
液
体
水
素
を
燃
焼
室
や

ノ
ズ
ル
の
冷
却
に
使
う
と
同
時
に
ガ

ノ
ズ
ル
の
冷
却
に
使
う
と
同
時
に
ガ

ス
化
さ
せ
て
温
度
を
上
げ
、
そ
の
高

ス
化
さ
せ
て
温
度
を
上
げ
、
そ
の
高

温
ガ
ス
で
エ
ン
ジ
ン
の
駆
動
源
と
な

温
ガ
ス
で
エ
ン
ジ
ン
の
駆
動
源
と
な

る
タ
ー
ボ
ポ
ン
プ
を
回
転
さ
せ
ま
す
。

る
タ
ー
ボ
ポ
ン
プ
を
回
転
さ
せ
ま
す
。

エ
ン
ジ
ン
の
パ
ー
ツ
数
を
減
ら
す
こ

エ
ン
ジ
ン
の
パ
ー
ツ
数
を
減
ら
す
こ

と
が
で
き
る
う
え
、
異
常
な
燃
焼
状

と
が
で
き
る
う
え
、
異
常
な
燃
焼
状

態
に
な
り
に
く
い
な
ど
の
特
長
が
あ

態
に
な
り
に
く
い
な
ど
の
特
長
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
信
頼
性
と
低
価
格
を

る
こ
と
か
ら
、
信
頼
性
と
低
価
格
を

高
い
レ
ベ
ル
で
両
立
さ
せ
る
こ
と
が

高
い
レ
ベ
ル
で
両
立
さ
せ
る
こ
と
が

可
能
で
す
。

可
能
で
す
。

　
今
後
の
開
発
の
状
況
に
も
、
ぜ
ひ

　
今
後
の
開
発
の
状
況
に
も
、
ぜ
ひ

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

宇
宙
科
学
技
術
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

宇
宙
科
学
技
術
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
２
０
１
９
年
度
も
た
く
さ
ん
の
方

　
２
０
１
９
年
度
も
た
く
さ
ん
の
方

に
ご
来
館
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

に
ご
来
館
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

ざ
い
ま
し
た
。

　
２
０
２
０
年
４
月
か
ら
、
宇
宙
科

　
２
０
２
０
年
４
月
か
ら
、
宇
宙
科

学
技
術
館
の
開
館
時
間
・
施
設
案
内

学
技
術
館
の
開
館
時
間
・
施
設
案
内

ツ
ア
ー
の
運
行
時
間
が
次
の
と
お
り

ツ
ア
ー
の
運
行
時
間
が
次
の
と
お
り

変
更
に
な
り
ま
す
。

変
更
に
な
り
ま
す
。

●
開
館
時
間

●
開
館
時
間

午
前
９
時
半
～
午
後
４
時
半

午
前
９
時
半
～
午
後
４
時
半

原
則
月
曜
休
館

原
則
月
曜
休
館

（
祝
日
の
場
合
は
翌
平
日
）

（
祝
日
の
場
合
は
翌
平
日
）

※
８
月
は
第
１
・
第
５
月
曜
の
み
休
館

※
８
月
は
第
１
・
第
５
月
曜
の
み
休
館

●
施
設
案
内
ツ
ア
ー

●
施
設
案
内
ツ
ア
ー

・
１
便
・
１
便  

午
前
午
前
1010
時
半
～
午
前

時
半
～
午
前
1111
時時
4545
分分

・
２
便

・
２
便  

午
後
１
時
～
午
後
２
時

午
後
１
時
～
午
後
２
時
1515
分分

・
３
便

・
３
便  

午
後
３
時
～
午
後
４
時

午
後
３
時
～
午
後
４
時
1515
分分

※※
1212
月
～
２
月
の
間
は
次
の
と
お
り

月
～
２
月
の
間
は
次
の
と
お
り

運
行
い
た
し
ま
す
。

運
行
い
た
し
ま
す
。

・
平
日
…
１
、２
便
の
み

・
平
日
…
１
、２
便
の
み

・
土
日
・
祝
日
…
２
、３
便
の
み

・
土
日
・
祝
日
…
２
、３
便
の
み

　
こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
お
越
し
を
お

　
こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
お
越
し
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

宇宙宇宙
センターセンター
ニュースニュース

宇宙科学技術館　☎㉖ 9244
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検
査
室
よ
り
ご
案
内

検
査
室
よ
り
ご
案
内

　
　
　

公
立
種
子
島
病
院

　
臨
床
検
査
技
師　
青
山 
信
昭

　

検
査
室
で
は
、
迅
速
に
検
査
す
る
こ
と

で
診
断
、
治
療
に
繋
が
る
検
査
を
準
備
し

て
い
ま
す
。
そ
の
代
表
的
な
項
目
は
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
テ
ス
ト
で
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状
を
呈
し
て
来

院
さ
れ
た
時
に
、
鼻
の
奥
を
擦
ら
れ
た
こ
と

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
鼻
の
奥
は
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
繁
殖
し
や
す
い
場

所
な
の
で
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
テ
ス
ト

が
陽
性
と
な
っ
た
場
合
、
抗
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
薬
で
の
治
療
が
始
ま
り
ま
す
が
、
こ

の
薬
は
発
症
か
ら
48
時
間
以
内
に
使
用
す

る
こ
と
で
発
熱
な
ど
の
症
状
が
消
え
る
の

を
早
め
た
り
す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
検
査
を
早
く
行
い
治
療
を

早
く
始
め
る
こ
と
で
患
者
様
の
負
担
を
減

ら
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

一
方
、
心
臓
に
関
す
る
検
査
項
目
で
心

筋
ト
ロ
ポ
ニ
ン
Ｔ
と
い
う
検
査
が
あ
り
ま

す
。
心
筋
ト
ロ
ポ
ニ
ン
Ｔ
と
い
う
物
質
は

心
臓
の
筋
肉
を
構
成
す
る
蛋
白
の
一
部
で
、

心
筋
が
損
傷
し
た
場
合
に
速
や
か
に
血
液

中
に
出
て
く
る
こ
と
か
ら
、
心
筋
損
傷
の

指
標
と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
急
性
心
筋

梗
塞
で
は
発
症
後
３
時
間
か
ら
上
昇
し
始

め
ま
す
。
こ
れ
を
検
出
す
る
こ
と
で
心
筋

梗
塞
と
診
断
し
治
療
を
開
始
し
ま
す
。
統

計
で
は
、
梗
塞
発
症
後
６
時
間
以
内
に
治

療
を
始
め
た
症
例
と
そ
う
で
な
い
症
例
の

社
会
復
帰
率
に
大
き
な
差
が
出
る
と
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
迅
速

に
検
査
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
他
に
、
季
節
性
の
流
行
性
胃
腸
炎

の
原
因
と
な
る
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
。
肺
炎
や

中
耳
炎
、
時
に
乳
幼
児
の
細
菌
性
髄
膜
炎

の
原
因
菌
と
な
る
肺
炎
球
菌
。
学
童
期
の

小
児
を
中
心
に
急
性
咽
頭
炎
な
ど
を
家
庭
、

学
校
な
ど
の
集
団
で
感
染
す
る
こ
と
の
多

い
Ａ
群
溶
血
性
レ
ン
サ
球
菌
。
乳
幼
児
の
急

性
胃
腸
炎
を
２
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
引

き
起
こ
す
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
、
迅
速
に

検
査
で
き
る
よ
う
、
準
備
し
て
お
り
ま
す
。

健健
ひひ
公
立
種
子
島
病
院

　
☎
㉖
１
２
３
０

康康
ろろばば

「
サ
ロ
ン
千
尋
」
の
紹
介

「
サ
ロ
ン
千
尋
」
の
紹
介

　

上
中
地
区
上
野
集
落
に
あ

る
カ
フ
ェ
千
尋
に
て
、
毎
週

月
曜
日
午
後
２
時
か
ら
３
時

ま
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
メ
ン
バ
ー
は
７
人
で
、様
々

な
地
区
か
ら
集
う
た
め
、
い

ろ
い
ろ
な
方
と
触
れ
合
え
る

サ
ロ
ン
で
す
。

　

タ
イ
ル
ポ
ッ
ト
、
正
月
生

け
花
、
折
り
紙
制
作
な
ど
の

制
作
活
動
に
取
り
組
ん
だ
り
、

脳
ト
レ
や
ロ
コ
モ
体
操
を
し

た
後
で
の
カ
フ
ェ
タ
イ
ム
な

ど
行
っ
て
い
ま
す
。

　

代
表
者
の
園
田
千
尋
さ
ん

は
、「
昨
年
５
月
に
サ
ロ
ン
を

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
参
加

者
の
方
々
は
、
月
曜
日
が
待

ち
遠
し
い
と
楽
し
み
に
し
て

く
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

開
催
日
を
増
や
す
な
ど
、
多

く
の
方
が
参
加
で
き
る
よ
う

に
工
夫
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
町
内
に
お
住

ま
い
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
る
の
で
、
一
度
、

の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

い
つ
ま
で
も
元
気
に
こ
の

い
つ
ま
で
も
元
気
に
こ
の
ま
ち
ま
ち
で
…
で
…

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

☎☎
㉔
１
６
６
０
・
㉖
２
０
３
５

㉔
１
６
６
０
・
㉖
２
０
３
５
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広
田
遺
跡
ミュー
ジ
ア
ム
だ
よ
り

広
田
遺
跡
ミュー
ジ
ア
ム
だ
よ
り

瀬
風
呂
焚
き
を
再
現

　

広
田
遺
跡
語
り
部
の
会
で
は
、
２

月
19
日
（
水
）
の
午
後
に
南
種
子
で

昔
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
伝
統
的
な「
瀬

風
呂
」
焚
き
の
再
現
を
行
い
ま
し
た
。

　

岩
肌
を
掘
り
込
ん
で
つ
く
っ
た
湯

穴
に
、
海
水
を
汲
み
入
れ
た
あ
と
、

広
田
海
岸
で
拾
っ
た
砂
岩
の
丸
石
を

焼
き
投
げ
込
む
と
、
ジ
ュ
っ
と
音
を

立
て
海
水
が
ち
ょ
う
ど
良
い
お
湯
加

減
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
実
際
に
瀬
風
呂
を
体
験
し
た
こ
と

で
、
観
光
の
お
客
さ
ん
に
瀬
風
呂
を

案
内
す
る
と
き
に
、
お
話
が
し
や
す

い
し
、
瀬
風
呂
の
気
持
ち
よ
さ
が
わ

か
っ
た
。」
な
ど
と
感
想
を
述
べ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

文
化
財
学
習
会
の
開
催

　

広
田
遺
跡
語
り
部
の
会
で
は
、
２

月
25
日
（
火
）
に
島
内
の
文
化
財
学

習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
伝
統
的
な

種
子
鋏
の
工
房
（
梅
木
本
種
子
鋏
製

作
所
）
を
訪
ね
、
火
縄
銃
の
技
術
が

活
か
さ
れ
た
種
子
鋏
の
業
を
学
び
、

沖
ヶ
浜
田
の
伝
統
的
な
黒
砂
製
糖
を

見
学
す
る
な
ど
し
ま
し
た
。

　

広
田
遺
跡
語
り
部
の
会
で
は
、
一

緒
に
島
の
文
化
を
学
ぶ
会
員
を
募

集
中
で
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、

広
田
遺
跡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
☎
㉔

４
８
１
１
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
の

申
し
込
み
始
ま
り
ま
し
た

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
日
本
国

内
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
中
の
ケ

ガ
や
賠
償
責
任
を
補
償
す
る
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
の
申
込
受
付
を

始
め
ま
し
た
。

　
こ
の
保
険
は
、
活
動
中
の
事
故
に

よ
る
死
亡
や
後
遺
障
害
、
入
院
な
ど

に
つ
い
て
補
償
を
行
う
も
の
で
す
。

　
保
険
金
額
や
年
間
保
険
料
に
つ
い

て
は
、
下
記
に
記
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
町
社
会

福
祉
協
議
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

町
公
民
館
婦
人
部
連
絡
協
議
会
か

ら
ベ
ン
チ
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

　
町
公
民
館
婦
人
部
連
絡
協
議
会
か

ら
、
ふ
る
さ
と
祭
の
バ
ザ
ー
益
金
を

役
立
て
よ
う
と

ベ
ン
チ
２
脚
を

寄
贈
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

貴
重
な
寄
贈

を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

南種子町社会福祉協議会　☎㉖１７０３南種子町社会福祉協議会　☎㉖１７０３

プラン 基本 天災・地震補償

ケ
ガ
の
補
償

死亡保険金 1,040 万円
後遺障害保険金 1,040 万円（限度額）
入院保険金日額 6,500 円

手術保険金（入院中） 65,000 円
手術保険金（外来） 32,500 円

通院保険金日額 4,000 円
地震・噴火・津波による死傷 × ○

賠償責任保険（対人・対物共通） 5 億円（限度額）
年間保険料（1 名あたり） 350 円 500 円
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今
年
度
の
保
険
料
は
？

今
年
度
の
保
険
料
は
？

　　

令
和
２
年
度
の
国
民
年
金
保

険
料
は
月
額
１
６
５
４
０
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、６
ヵ

月
や
１
年
も
し
く
は
２
年
分
の

前
納
、
口
座
振
替
な
ど
に
よ
る

前
納
で
、
保
険
料
が
割
り
引
か

れ
る
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

学
生
納
付
特
例

学
生
納
付
特
例

　

学
生
の
方
で
納
付
が
困
難
な

場
合
、
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
、

納
付
の
特
例
猶
予
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。（
学
生
証
・

在
学
証
明
書
が
必
要
で
す
）

　

昨
年
申
請
さ
れ
た
方
も
毎
年

申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、
一

般
免
除
の
申
請
に
つ
い
て
は
、

７
月
か
ら
の
受
付
と
な
り
ま
す
。

年
金
記
録
に
間
違
い
は
？

年
金
記
録
に
間
違
い
は
？

　

配
偶
者
の
扶
養
に
入
っ
て
い

た
は
ず
な
の
に
登
録
が
無
い
、

名
前
の
「
づ
」
と
「
ず
」
な
ど

の
違
い
で
記
録
が
別
人
扱
い
さ

れ
て
い
る
、
複
数
の
年
金
番
号

を
持
っ
て
い
る
な
ど
、
日
本
年

金
機
構
に
は
、
未
だ
に
整
理
さ

れ
て
い
な
い
記
録
が
多
く
あ
る

よ
う
で
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
皆
様
の
年
金
受

給
額
に
影
響
す
る
記
録
で
す
の

で
、
こ
れ
か
ら
年
金
を
請
求
す

る
方
も
、
す
で
に
年
金
を
受
給

さ
れ
て
い
る
方
も
、
い
ま
一
度
、

記
録
を
確
認
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
？

　

な
お
、
調
査
や
確
認
は
、
年

金
相
談
や
電
話
相
談
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
行
う
こ
と

も
で
き
ま
す
。

年
金
だ

役
場
保
健
福
祉
課

役
場
保
健
福
祉
課  

福
祉
年
金
係　

☎

福
祉
年
金
係　

☎
㉖㉖
１
１
１
１
（
１
３
５
）

１
１
１
１
（
１
３
５
）

よ

り

町
立
図
書
館
だ
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
㉖
６
６
９
０

★
新
年
度
ス
タ
ー
ト
！
★

★
新
年
度
ス
タ
ー
ト
！
★

　

こ
の
４
月
か
ら
新
生
活
を
始
め
た
、

と
い
う
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
新
し
い
環
境
が
落
ち
着
い
た
ら
、

町
立
図
書
館
へ
来
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

利
用
者
登
録
を
し
た
そ
の
日
か
ら
本

を
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
カ
ー
ド

を
作
る
際
は
、
本
人
確
認
書
類
（
免
許

証
や
保
険
証
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

一
人
５
冊
ま
で
、
２
週
間
借
り
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
町
立
図
書
館
は
、
町
役
場
の
す
ぐ
近
く

に
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

★
「
子
ど
も
読
書
の
日
」

★
「
子
ど
も
読
書
の
日
」

　　    「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」

「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」

　

公
益
社
団
法
人
読
書
推
進
運
動
協
議

会
は
、
４
月
23
日
を
「
子
ど
も
読
書
の

日
」。
そ
し
て
、
そ
の
日
か
ら
５
月
12
日

ま
で
の
約
３
週
間
を
「
こ
ど
も
の
読
書

週
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
期
間
中
、
町
立
図
書
館
で
は
、
子

ど
も
た
ち
が
本
を
読
み
た
く
な
る
よ
う

な
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
や
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
図
書
館
へ
来
て

み
て
く
だ
さ
い
♪

19　広報みなみたね　2020 年 4 月号



広報みなみたね　2020 年 4 月号　20

　
南
種
子
町
に
は
多
く
の
伝
統
文

化
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
伝
統
文
化
に
つ
い
て
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。

　
上
中
焼
野
に
は
、
ひ
ょ
う
た

ん
踊
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

　

ひ
ょ
う
た
ん
踊
は
、
歌
詞
の

中
に
、「
金
山
」
の
文
句
が
あ

る
と
こ
ろ
か
ら
、
金
山
節
と
も

言
わ
れ
て
い
る
。

　

楽
拍
子
と
よ
ば
れ
る
太
鼓
・

イ
レ
コ
・
鉦
を
先
頭
に
入
場
し
、

輪
に
な
っ
て
踊
る
。

　

こ
の
踊
り
は
、
焼
野
の
人
が

茎
永
か
ら
習
っ
た
と
い
わ
れ
、

南
種
子
町
内
で
は
、
他
に
平
山

中
之
町
、
下
中
、
島
間
上
方
な

ど
で
も
伝
承
さ
れ
て
い
る
中
踊

で
あ
る
。

上
中
焼
野
の
ひ
ょ
う
た
ん
踊

わが家のわが家のアイドルアイドル

ご家族からひとこと

峰
みねやま

山　弦
げんのすけ

之輔くん
平成 28年 5月 9日生まれ
元気さん・由香利さんの男の子（島間）

　しっかり者だけど、本当は甘えん坊でお調子
者の弦之輔。
　毎日いっぱい笑ったり、泣いたり、お父さん
お母さんと一緒に成長していこうね。
　あなたのキラキラの笑顔が大好きです。

ご家族からひとこと

坂
さかぐち

口　栞
り お

音ちゃん
平成 28年 5月 6日生まれ
裕也さん・志穂さんの女の子（上中）

　歌とおしゃべりが大好きなりおちゃん。りお
がいてくれて毎日とっても賑やか。
　これからも優しくて可愛いりおでいてね♫
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社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
次
の

方
々
か
ら
香
典
返
し
の
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
故
人
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈

り
し
、
ご
芳
志
は
社
会
福
祉
事
業

推
進
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（　
）
は
続
柄
と
故
人
の
氏
名
（
敬
称
略
）

岩
元　
秋
美
（
母
・
高
宗
タ
ヱ
子
）

河
北　
英
樹
（
母
・
美
保
子
）

中
村　
伸
二
（
子
・
慎
太
郎
）

田
中　
武
光
（
妹
・
民
恵
）

（
氏
名
） 　
　

 　

       （
保
護
者
） 　

   　

   　
（
地
区
）

吉よ
し
だ田　
美み

お桜　
　
（
弁
慶
・
星
子
）　　
上
中

う
ぶ
ご
え

（　）は前月比

人の動き　2月29日現在
総人口（ 人 ） 5,637（＋ 1）

男（ 人 ） 2,812（± 0）
女（ 人 ） 2,825（＋ 1）

世帯数（ 戸 ） 2,950（－ 3）

火災･救急出動状況
火 災 救 急

2 月 0 件 26 件
累 計 0 件 51 件

※累計は令和 2 年 1 月から

日 曜日 行事名 時間　・　場所 日 曜日 行事名 時間　・　場所

2 木 母子手帳交付 13：30～　研修センター 18 土 青少年育成の日

3 金 種子島宝満神社の御田植祭 9：00～　茎永地区 19 日 家庭の日

7 火 すくすくサロン 10：00～　福祉センター生きがい活動室 21 火 のびのび赤ちゃん教室 10：00～　福祉センター生きがい活動室

14 火 女性がん検診（15日まで） 8：00～　福祉センター生きがい活動室 23 木 乳幼児健診 9：30～　福祉センター生きがい活動室

■行事・イベント等■行事・イベント等

（　）は昨年比

交通事故発生状況　3月15日現在
発生 死者 傷者

南種子町 0（－ 1） 0（± 0） 0（－ 1）
中種子町 0（－ 1） 0（± 0） 0（－ 1）
西之表市 1（－ 6） 0（± 0） 1（－ 8）

計 1（－ 8） 0（± 0） 1（－ 10）

町
民
の
う
ご
き

　
　
　
　
　
　（
2
月
29
日
ま
で
届
出
分
）

香
典
返
し
（
ご
寄
付
お
礼
）

　
　
　
　（
2
月
29
日
ま
で
届
出
分
）

■日曜祝祭日在宅当番医
日 在宅当番医 所在地 電　話

5 公立種子島病院 南種子町 26-1230

12 種子島医療センター 西之表市 22-0960

19 種子島医療センター 西之表市 22-0960

26 中種子クリニック 中種子町 27-3222

29 種子島医療センター 西之表市 22-0960

4 月の予定

お
く
や
み

（
氏
名
）　　
　
　

  　

  （
年
齢
）　 　
（
地
区
）

中
峯　
健
助　
　
　
83　
　
　
上
中

高
宗　
タ
ヱ
子　
　
86　
　
　
茎
永

中
村　
慎
太
郎　
　
38　
　
　
上
中

鮫
島　
サ
カ
エ　
　
86　
　
　
下
中

名
越　
寛
子　
　
　
80　
　
　
平
山

古
市　
キ
ミ　
　
　
95　
　
　
上
中

田
中　
民
恵　
　
　
59　
　
　
島
間

古
市　
ケ
サ　
　
　
104　
　
　
上
中

■公立種子島病院の各科診療日
診療科目 診療日

小児外来 火曜と木曜の午後

眼科 6、7、20、21 日

耳鼻咽喉科 木曜

整形外科 火曜

消化器外科 火曜、水曜 、木曜（午前）

■日曜営業スタンド当番店
日 当番店

5 （有）船川石油店　上中給油所

12 （有）永松産業　南種子給油所

19 （有）和人組　南種子給油センター

26 種子島石油（株）　南種子給油所

※営業時間は午前 8 時～午後 6 時

４
月
30
日
（
木
）
は

軽
自
動
車
税
の

納
付
期
限
で
す
。

納
期
内
納
税
に

心
掛
け
ま
し
ょ
う
！

ご
結
婚

福
田　
太
一　
　
　
平
山

高
磯　
美
恵　
　
　
中
種
子
町

（
氏
名
）　　

    　

   　

  （
地
区
）
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南
種
子
中
学
校
卒
業
式

親
し
ん
だ
学
び
舎
を
あ
と
に

　

３
月
12
日
（
木
）、
南
種
子
中
学
校

卒
業
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
卒
業
式
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
措
置
と

し
て
、
在
校
生
不
在
の
中
の
実
施
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
卒
業
生
代
表

の
１
人
だ
け
卒
業
証
書
が
授
与
さ
れ
、

そ
の
ほ
か
の
卒
業
生
は
担
任
に
よ
る

名
前
の
読
み
上
げ
に
よ
る
紹
介
の
み

と
な
り
ま
し
た
。

　

規
模
縮
小
の
卒
業
式
と
な
り
ま
し

た
が
、
男
子
22
人
、
女
子
29
人
が
慣

れ
親
し
ん
だ
学
び
舎
を
あ
と
に
し
ま

し
た
。

　

ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

卒
業
生
の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

卒業生別れのことばを述べる四ケ所晟之介さん卒業生別れのことばを述べる四ケ所晟之介さん
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